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～要約～ 

 

本を読むことに全く興味を示さない子どもや生徒のことを消極的な読者という。理由は

様々だが、これは不安症や低い自尊心などの問題に繋がる。本稿の目的は言葉のない絵本が

消極的な読者に与える影響を分析することである。言葉のない絵本とは、テキストを使わず

に一連のイラストや概念、情報を提供する絵本である。過去 40 年間で、言葉のない絵本の

人気は大きく上昇している。 

そこで、本稿では「言葉のない絵本は、消極的な読者の楽しみのための読書を促すのに有

効なツールなのか？」ということを研究している。結果は、有効であった。まず、消極的な

読者になった原因として、そもそも文字を読むということに対するモチベーションが無い

ことが挙げられる。そのため、文字の無い絵本を提供するだけでなく、選択肢を与えること

も重要であると述べられている。この流れでまずは言葉のない絵本に興味を持ち事ができ

ると考えられる。 

言葉のない絵本なので、想像力をより働かせなければいけない。このことによって、他者

との交流がうまくいくようになったり、物事を理解したり、長時間効果的に記憶したりする

ことができるようになる。さらにこれは自信につながると述べられている。 

 

 


